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地下貯蔵タンクの浮力計算例 

１ 浮上しない条件 

タンクが浮上しないためには、埋土及び基礎重量がタンクの受ける浮力より大でなければならない。 

 

Ｗｓ：埋土重量の浮力に対する有効値 

Ｗｓ＋Ｗｃ＞Ｆ                  Ｗｃ：基礎重量の浮力に対する有効値 

Ｆ：タンクの受ける浮力 

－計算方法－ 

⑴  タンクの受ける浮力（Ｆ） 

タンクの受ける浮力は、タンクが排除する水の重量から、タンク自重を減じたものである。 

 

Ｆ ：タンクの受ける浮力 

Ｆ＝Ｖｔ×ｄ₁－Ｗｔ          Ｖｔ×ｄ₁ ：タンクが排除する水の重量 

                          （Ｖｔ：タンクの体積  ｄ₁ ：水の比重 ⑴ ） 

Ｗｔ：タンクの自重 

 

Ｖｔ－πr²（ ℓ ＋ 
 ℓ 1 ＋  ℓ 2

3
 ） 

 

Ｗｔ ＝（２πrlt₁ ＋ ２πr²t₂ ＋ ｎπr²t₃ ）× ｄ₂  

Π  ：3.14 ｒ：タンクの半径 

ｌ  ：タンクの胴長 ｌ₁ 、ｌ₂ ：タンクの鏡板の出 

ｔ₁ ：銅板の厚み ｔ：鏡板の厚み 

ｔ₃ ：仕切板の厚み ｎ：仕切板の数 

ｄ₂ ：鉄の比重（7.8） 

 

⑵  埋土重量の浮力に対する有効値（Ｗｓ） 

埋土重量の浮力に対する有効値とは、埋土の自重から埋土が排除する水の重量を減じたものである。 

Ｗｓ ＝ Ｖｓ ・ ｄｓ － Ｖｓ ・ ｄ₁ ＝ Ｖｓ ・（ ｄｓ－ｄ₁ ） 

Ｗｓ：埋土重量の浮力に対する有効値   Ｖｓ：埋土の体積 

ｄｓ：埋土の比重 ⑵                    ｄ₁ ：水の比重 ⑴  

 

Ｖｓ＝Ｌ₁ ・ Ｌ₂ ・ Ｈ₁ －（Ｖｔ ＋  0.7ｎ₁ ・ Ｌ₂ ・ ｈ₁ ・ Ｔ） 

Ｖｓ：埋土の体積                         Ｖｔ：タンクの体積 

0.7：基礎台の切込部分を概算するための係数   ｎ₁：基礎台の数 

Ｌ₁ ・Ｌ₂ ・Ｈ₁ ・ｈ₁ ・Ｔは１図・２図による。 
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１図                      ２図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 基礎重量の浮力に対する有効値（Ｗｃ） 

基礎重量の浮力に対する有効値とは、基礎重量より基礎が排除する水の重量を減じたものである。 

Ｗｃ＝Ｖｃ ・ ｄｃ － Ｖｃ ・ ｄ₁ ＝ Ｖｃ（ｄｃ－ｄ₁ ） 

Ｗｃ：基礎重量の浮力に対する有効値 

Ｖｃ・ｄｃ：基礎の重量（Ｖｃ：基礎の体積、ｄｃ：コンクリートの比重（2.4）） 

Ｖｃ・ｄ₁ ：基礎が排除する水の重量（Ｖｃ：基礎の体積、ｄ：水の比重（１）） 

Ｖｃ＝Ｌ₁ ・Ｌ₂ ・ｈ₂ ＋0.7ｎ₁ ・Ｌ₂ ・ｈ₁ ・Ｔ 

Ｖｃ：基礎の体積 ｎ₁：基礎台の数 

Ｌ₁ ・Ｌ₂ ・ｈ₂ ・ｈ₁ ・Ｔは、１図及び２図による。 

２ バンドの所要断面積 

タンクを基礎に固定するためのバンドは、タンクが受ける浮力によって切断されないだけの断面積を有しなけ

ればならない。 

 

Ｓ ≧ 
 (Ｆ－ＷＢ)

２σＮ
 

 

Ｓ：バンドの所要断面 

Ｆ：タンクの受ける浮力 

σ：バンドの許容引張応力度 (SS400を用いる場合は、156.8(N/mm2)) 

Ｎ：バンドの数 

ＷＢ：２図に示すＢ部分の埋土重量の浮力に対する有効値 
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